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2020 年 2 月 20 日 

 

一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会 



件名 業務用冷凍空調機器の整備作業実施状況調査 

 

 

 

１．業務概要 

  日本冷凍空調設備工業連合会（以下日設連と略称）が実施している業務用冷凍空調機器 

の整備事業者に対する講習会の場にて、事業者における整備の実施内容や適用されている 

技術等に係る状況を収集、整理する。 

  

２．背景 

  業務用冷凍空調機器の整備作業時の、現場における冷媒配管接合作業は、フレア加 

 工やろう付溶接等の手作業が大半であり、作業者の技量に左右される面が大きい。 

  また、冷凍空調機器使用時における冷媒漏えい部位として、現場施工した配管接続 

 部分も少ないながら存在する。更に漏えい要因としては、経年劣化や使用環境による 

 ところも多い。 

  

３．技術講習会の目的 

  上記の背景を踏まえ、現場における冷媒配管施工時において、配管接合部の加工 

 方法や作業手順等の整備実施状況実態調査の一環として、施工品質向上に向けた冷 

媒漏えい防止策について、冷媒漏えいに起因する要因分析を実施する。 

 

４．実施内容 

  (1) 「銅管フレア加工･ろう技術講習会」における実技実習受講者のフレア加工･ろう 

付の実技データを収集し、冷媒漏えいの要因分析を実施する。 

  ・受講対象者 200 名程度 

  ・評価方法 

     ＊フレア加工 

      ① 銅配管切断面及びフレアの加工処理評価 

      ② フレアユニオン締め付け作業評価 

      ③ フレアの加工組立後の漏れ検査（気密試験） 

     ＊ろう付 

      ① 銅配管切断面の加工処理評価 

      ② ろう付作業評価 

      ③ ろう付接合部の切断によるろうの浸透評価 

 (2) 「銅管フレア加工･ろう技術講習会」における実技実習受講者に対するアンケート 

を実施し、冷媒漏えいの要因分析を実施する。  



 

５．技術講習会開催計画 

 （1）技術講習会に使用するテキスト類については、平成 26 年度～28 年度経済産業省 

  委託事業及び平成 29 年度～30 年度日設連事業において作成したテキスト類を活用 

  する。 

 

 （2）講師陣については、平成 26 年度委託事業指導者研修修了者から、今回開催 

する各構成団体で選任する。 

 

 （3）開催場所の選定については、日設連の正会員である構成団体(37 団体)から 

  開催会場、日程の希望を募り、日設連で調整する。(表 1．参照) 

 

 （4）受講者の募集については、受講資格として「ガス溶接技能講習会修了者」で、 

  業務用冷凍空調機器の整備作業従事者や施工実務経験者を条件とする。 

  

 （5）日設連の HP 及び開催地区の構成団体から、会員企業、非会員企業へ募集案内 

  を展開する。（表２．参照） 

 

   表１．開催地区及び開催日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  表２．日設連 HP掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）冷媒漏えい要因分析のため、実技データとして講習会の中で、フレア加工面の状態 

 と気密試験結果を記録する自己評価表を作成し活用する。（表３．参照） 

 また、ろう付作業後のろうの浸透具合を記録する自己評価表を作成し活用する。 

 （表４．参照） 

 

 表 3．フレア加工評価表             表 4．ろう付評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（7）技術講習会終了後に、実習内容の理解度、講師対応、普段の作業時における冷媒漏 

えい箇所及びその要因等について、アンケート用紙に項目を追記し活用する。 

（表５．及び表６．参照） 

 

 

                  表 6．アンケート裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．令和元年度技術講習会実施結果 

（1）全国 22 箇所の開催地区で計画を立て、今回の業務用冷凍空調機器の整備作業実施状 

 況調査としては、2 月 20 日までの期間で実施した 8 会場の実技データを収集した。 

 受講修了者は、各定員 10 名で募集したが結果は計 67 名の参加となった。 

（表７．参照） 

 

 

   表７．技術講習会実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）技術講習会のカリキュラムによる実習状況は、以下の写真参照。 

 

 

① フレア加工評価作業           ② 遮へい板による前面ろう付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 



② ろう付部の切断作業           ④ ろう付部のろう浸透評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）受講者からのアンケート集計については、2019 年 11 月 8 日から 2020 年 2 月 7 日 

までに開催した 8 会場で、受講修了者計 67 名の回答結果をまとめた。（表８．参照） 

※ 冷媒漏えい部位については、室外機と現地施工配管からが約 60％を占める。漏えい

箇所については、フレア部からの漏えいが約 50％と多く、当技術講習会でのカリキ

ュラムとして、適正なフレア加工作業が重要となる。 

漏えい発生で多い経過年数については、設備設置後 3 年から 10 年以内が 45％と 

多い。冷媒漏えいの要因については、経年腐食・経年劣化や振動が多い。 

 

 表８．受講者に対する冷媒漏えい要因分析アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）前回までの技術講習会受講者からのアンケートでは、冷媒配管の漏えい箇所で 

 フレア部からの漏えいが多くあげられ、カリキュラムの中にフレア加工として普段 

 通りの作業と、適正な作業後の気密試験結果を比較しまとめた。 

 （表 9．参照） 

 

  表９．フレア加工作業後の気密試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


